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Ⅸ．各地域におけるがん対策基本法の
前と後の取り組み

3．「緩和ケア普及のための地域プロジェクト」を中心とした長崎県の取り組み

白髭　 豊＊1　野田 剛稔＊2，3

（＊1白髭内科医院　＊2長崎市医師会 会長　＊3野田消化器クリニック）

はじめに

　長崎市では，2008 年 4 月より開始された「緩
和ケア普及のための地域プロジェクト」1～23）や長
崎在宅 Dr．ネット24～34）の活動などを通して，病
院と在宅医療の連携が進展し，多職種連携が発展
的に進み，患者の望む療養場所の実現と緩和ケ
アの充実が実現しつつある。また，長崎県では，
2008 年に長崎県がん対策推進条例が制定され，
医療・介護・福祉・市民（患者）が意見交換する
機関として，2009 年 2 月より長崎県在宅緩和ケ
ア推進連絡協議会が設立され，2010 年度より長
崎県地域在宅医療連携推進協議会に発展した。
　本稿では，長崎におけるがん対策基本法の前と
後でどのような変化があったかについて述べる。

緩和ケア普及のための地域プロジェク
ト（OPTIM）

　2008 年 4 月より，「緩和ケア普及のための地域
プロジェクト（OPTIM：厚生労働科学研究 がん
対策のための戦略研究）」が，開始された。長崎
市は全国 4つのモデル地域の 1つに選ばれ，長崎
市医師会を中心としてプロジェクトに取り組んで
きた 1～23）。
　この研究の目的は，わが国に合う緩和ケアの地
域モデルをつくることにより，3年間で，患者と
遺族に対する苦痛緩和の改善と緩和ケア利用数の
増加，および死亡場所が患者の希望に沿う変化を
するかなどを評価するものである。他の 3つの地
域が病院からプロジェクトを行うのに対して，長

崎は地区医師会として，在宅医療の現場に近い立
場からアプローチを行うことで，着実な成果を挙
げてきた。
　長崎市医師会に設置した「長崎がん相談支援セ
ンター」を中心に，緩和ケアの市民への啓発活動
と医療従事者への研修会・講演会の実施，総合相
談窓口としての機能と関係機関との連絡調整，早
期退院支援・調整，そして地域連携促進を行って
きた（図 1）。さらに，専門緩和ケアサービスと
して「地域緩和ケアチーム」を組織し，緩和ケア
チームのない病院・診療所・在宅への出張緩和ケ
アコンサルテーション・往診，教育の提供を行っ
てきた。
　2007 年春より，Dr．ネットの医師とその診療所
勤務の看護師が長崎大学病院緩和ケアカンファレ
ンスに参加してきたが，2008 年 4 月の OPTIM開
始後は，プロジェクトに関与する看護師，診療所
医師などで分担を決めて，市内 3つのがん診療連
携拠点病院（長崎大学病院，長崎市立市民病院，
日本赤十字社長崎原爆病院）の緩和ケアカンファ
レンスに定期的に出席するようになった。そこで
在宅側から患者の受け入れ可能との意思表示をす
ることで，緩和ケアチーム・地域連携室を通し
て，患者，家族，主治医，病棟看護師を動かし，
退院支援へ数多くつながるようになった。
　長崎大学病院の緩和ケアチームが関与した症例
の転帰では，在宅移行症例の割合が 2005 ～ 2006
年の 2％から，Dr．ネットが緩和ケアカンファレ
ンスに参加するようになった 2007 年に 7％に急
増し，OPTIMが始まった 2008 年には 17％に増
加した。さらに，2009 年には 21％，2010 年には
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22％と着実な増加が認められた。
　2008 年 9 月，長崎大学病院地域医療連携セン
ターは，がんに限らず入院時に行われるリスク・
スクリーニングで「ハイリスク」と判定された症
例のうち在宅移行に課題のある症例を，病院・在
宅スタッフ合同で検討する「ハイリスク・カン
ファレンス」を開催するようになった。われわ
れ在宅側からの提案により実現した同カンファレ
ンスには，地域連携室の医師・看護師・医療ソー
シャルワーカー，診療所医師・看護師，長崎がん
相談支援センタースタッフ，訪問看護師などがお
もな参加者で，退院困難なケースに病院スタッフ
と在宅スタッフが討議し，スムーズな在宅移行に
向けた具体的検討を行っている。すなわち，在
宅でどのような医療手技が可能か（輸血，胸腹水
の穿刺ができるかなど）や，在宅の医療資源情報
（地域で利用可能な訪問看護ステーション，在宅
医の情報など在宅スタッフ側が精通する詳細な情
報）を病院，在宅スタッフで共有することにより，
多くの退院支援に結びつけている。
　ハイリスク・カンファレンスでは，月平均 6例
の患者の検討を行い，月平均 3～ 4例の在宅移行
が実現した。このハイリスク・カンファレンス

は，在宅スタッフが早期の退院支援・調整にも参
画できるようになった点で特筆に価する。その
後，同様のカンファレンスは，われわれの働きか
けにより長崎市立市民病院と日本赤十字社長崎原
爆病院でも開始されている。

長崎県地域在宅医療連携推進協議会

　2008 年 3 月，長崎県は，「がんによる死亡者数
の減少」「すべてのがん患者及びその家族の苦痛
の軽減並びに療養生活の質の向上」「離島地域に
おけるがん診療の質の向上」を全体目標として
「長崎県がん対策推進計画」を策定した。さらに，
同年 8月，がん対策を県民と共に推進するため，
「長崎県がん対策推進条例」を定めた。しかしな
がら，医療・介護・福祉について市民・患者団体
が意見交換し，より良いがん対策につなげるべ
き協議機関はこれまで存在しなかった。そこで，
2009 年 2 月，長崎県および長崎県医師会は，「長
崎県在宅緩和ケア推進連絡協議会」を設置した。
　この協議会には，患者団体も参加しており，が
ん診療に関わる医療従事者，患者，そして行政が
今後のがん医療，ケアのあり方を討議する場とし

図 1　長崎地域の連携と地域リンクスタッフ
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て，その成果が期待されている。協議会の目標は，
①地域における在宅医療ネットワークの構築，②
地域における緩和ケアのニーズの把握と地域資源
の発掘，③緩和ケアなどに必要な資源の確保，④
地域の在宅緩和ケアの現状把握と推進状況の評
価，⑤施設職員への教育・啓発，である。同協議
会は，2010 年度より「長崎県地域在宅医療連携
推進協議会」として，がんに限定しない在宅医療
の推進のための協議会に発展した。
　協議会での討議では，現状では地域格差が大き
いこと（特に医師に温度差があること），訪問看
護師の不足があり受け入れを制限せざるをえない
事態になっていること，訪問看護師間の連携がな
いことが，病院側からは，在宅に帰したいがどこ
に相談すればよいのか分からない，などとの指摘
があった。老人保健施設やグループホームなどの
居宅系介護施設においては，次に述べるアンケー
ト調査の結果，職員の教育の問題，人手不足の問
題，看取りをすることによる報酬的な裏づけがな
いことから看取りまでを行う施設が少ないことが
分かった。さらに離島では，在宅緩和ケアという
認識が低く，病院で亡くなることが大半であるこ
とも分かった。

　2009 年 11 月，県下全域の特別養護老人ホーム，
介護老人保健施設，グループホーム，有料老人
ホーム，ケアハウスなど 606 カ所の施設責任者，
および長崎市内 146 カ所の施設職員を対象として
アンケート調査を実施した。詳細は別途報告する
が，看取りの経験がない施設のうち，今後も対応
できないと答えた施設の理由は，職員の経験不
足，医療のバックアップ体制の未整備などであっ
た。施設職員では看取りの経験者は半数程度だ
が，学習意欲は高いことが示唆された。施設では，
医療のバックアップ体制を整え職員の経験不足を
解消すれば，今後，看取りは増加するものと思わ
れた。それを受けて 2010 年度には，OPTIM長崎
の事業として施設職員への教育・啓発を行ってき
た。

おわりに

　長崎市の自宅死率は，2007 年の 8.9％から 2008
年に 9.9％，2009 年に 10.1％へと増加した（図 2）。
また，同市のがん自宅死率は，2007 年の 6.8％か
ら，2008 年に 10.6％，2009 年に 10.7％へと増加
した（図 3）。同期間における長崎市での自宅死

図 2　自宅死亡率の経年変化
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亡率，がん自宅死亡率の増加には，Dr．ネットの
活動と 2008 年に開始された OPTIMの効果が大
きく関与していると考えている。
　OPTIMでは，早期の退院支援・調整，地域医
療連携ネットワークの整備，在宅可能な医療従事
者への研修・教育を継続して続けてきたが，が
ん対策基本法が施行された 2007 年以前と比較し
て，2008 年以降，長崎の病院での早期退院支援・
調整，地域連携ネットワークの熟成はすでに隔世
の感がある。すなわち，OPTIMの活動の前後に，
医師（長崎在宅 Dr．ネット），栄養士（長崎栄養
ケアステーション），薬剤師（長崎薬剤師在宅医
療研究会「P－ネット」），訪問看護ステーション
（ナースネット長崎），地域連携室（ながさき地域
医療連携部門連絡協議会），歯科医（長崎県在宅
デンタルネット）などの職種内のネットワークが
次々と広がりつつある。
　OPTIM長崎の活動は2011年3月に終了するが，
OPTIMのこれまでの成果をもって行政に要請し
た結果，2011 年度より長崎市が同事業を発展的
に継承し，長崎市包括ケア「まちんなかラウン
ジ」として，がんに限定しない総合的な相談支援

を行っていくことになった。
　流れとしては，医師会が行政より委託を受けて
事業を行っていくこととなるが，コンセプトとし
ては，①包括支援機能：地域住民を包括的に支援
するための相談窓口，②医療支援機能：病院－在
宅－施設の移行促進，がん・難病に関する相談，
がんサロンの開催，公民館などでの出張相談，③
市民への啓発：リビング・ウィルの啓発（日頃か
ら「自分らしく生きる」ことを考え，話し合える
地域と環境をつくる），公民館講座，市民健康講
座の開催，医療従事者との懇談会など，④地域連
携の促進・強化：医療・福祉・介護従事者からの
相談受付，研修会の開催，在宅医療提供機関との
連携（Dr．ネット，ナースネットなど）を総合的
に支援するセンターを設置し，いわば「基幹型」
の地域包括支援センターとして，地域包括ケアの
核として機能する方向性を考えている。
　OPTIMは，がん緩和ケアを中心として，長崎
市の地域連携に大きな前進をもたらした。その
エッセンスは，①病院－在宅をつなぐ立ち位置で
ある医師会主導で地域をつないだ，②多職種協働
の素地があったうえに，さらに大きく成熟し施

図 3　OPTIM介入前後のがん患者の自宅死亡率の推移
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設・職種を越えた顔の見える関係が構築された。
これには，医師，看護師にリーダーシップをとる
人材がいたことが好影響した，③長崎大学病院ほ
か，がん診療連携拠点病院の協力があった（緩和
ケアチーム，地域連携室との協力関係が大きかっ
た），という点に集約されよう。

　謝辞　本稿作成にあたり，長崎大学病院 地域医療
連携センター 副センター長 川崎浩二先生，同院麻酔
科 緩和ケアチーム 北條美能留先生に資料提供をいた
だいた。ここに，深甚の謝意を表する。
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